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○県立大学恐竜学部「勝山キャンパス」の新学部棟や教育研
　究用の備品を整備（令和８年度供用）
○県立大学地域政策学部（仮称）「福井まちなかキャンパス｣
　を整備するため、詳細設計を実施（AOSSAの一部を活用
　し令和９年度供用）
○福井県大学進学サポートセンターに「県内大学進学コース」を
　設置
○県内大学等の進学者の家賃（一人暮らし）や交通費（公共
　交通機関）を支援（３千円～１万円/月）

　北陸新幹線福井・敦賀開業が実現し、来県者が増え、民間投資も拡大しました。開業２年目、福井県のさらなる
ステージアップを目指します。

次世代にも選ばれる福井の実現 
若者の県内定着促進

○敦賀・若狭エリアのブランド力を向上
　・観光投資促進コーディネーターを配置
　・夕日スポットを整備する基本構想の策定
　・嶺南在住のインフルエンサーによるPRの実施
　・敦賀・若狭エリアに宿泊する観光客が、宿の魅力をSNS
　　で発信するキャンペーンを実施
○コンセプトルームなどの魅力的な宿泊施設の整備を支援
○飲食店や土産品店などの魅力向上のため店舗改装等を支援
　（補助率１/３）

開業１年後の現状を踏まえた対策
開業効果の県内全域への波及

○外国人観光客に旅行の目的地として選ばれるため、認知度向上
　と誘客拡大
　・海外のオンライン旅行サイトにおける福井県ならではの体験
　　の販売促進
　・高輪ゲートウェイ駅や京都駅などの駅観光案内所で旅ナカで
　　のプロモーションを実施
　・外部専門家の分析、助言をインバウンド全体の政策立案に活
　　かすとともに、富裕層の誘客を拡大

県内への誘客促進

○マッチングアプリ運営会社と連携し、若者が出会いや結婚
　に向けて行動できる環境づくりを実施
○プレ妊活健診の助成や相談窓口の設置など、将来の妊娠の
　ための健康管理を支援
○ひとり親家庭や多胎児、医療的ケア児等を育てる家庭を対
　象に、家事育児をサポートする「ふく育さん」等の利用券
　を発行
○訪問型のシッターサービスを利用した際の料金への助成を
　拡充し、「ふく育さん」等の利用者負担を軽減

結婚・出産・子育て応援

○歴史のシンボルとなる福井城坤櫓（ひつじさるやぐら）等
　の復元整備（令和１１年度完成予定）
○県都の将来像を描いた「県都グランドデザイン」に基づき
　まちづくりを推進
　・電動カート「ふくトゥク」の運行を支援
　・「浜町ソムリエ」が行う浜町の魅力発信を支援

まちづくり・観光地の磨き上げ

○県内ベンチャー企業の創業・成長や若手起業家の創出・育成を
　強化
○都市圏並みの給与水準を要件に、研究開発や本社機能の拡張な
　どの投資を支援

魅力ある仕事の創出

○家事代行利用モニターキャンペーンや家事タイプ診断サイトに
　より家事の省力化・外部化など「ラク家事」を促進
○企業の女性活躍を推進
　・女性活躍コンシェルジュが企業に対し伴走支援

女性活躍・働き方改革

県立大学勝山キャンパス（イメージ）

令和7年度の県の仕事

坤櫓の復元（イメージ）
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○シニアグループの居場所づくりや生きがいづくりのため、活動
　の応援やシニア応援文化祭を開催
○県民の歩く習慣を定着させるため、歩数目標の達成に応じて、
　はぴコインを進呈する「はぴウォーク２０２５」を開催

人生１００年時代の充実生活応援

○福井の若者の活動を応援　
　・若者と応援者をつなぐマッチングイベントを実施
　・学生が提案する新しいチャレンジを支援

多様な個性や能力を育み、活かす共生社会の実現

○運転士の待遇改善等に取り組む路線バス事業者や新たな代
　替交通への転換に取り組む市町等を支援
○医療人材の確保にかかる支援を強化
　・福井大学医学部の地域枠を拡充
　　（令和８年度～１０人→１５人）
　・看護師養成所が行う学生確保の取組みを支援など
○副業・兼業人材を新たに活用する県内企業を支援
○県内企業の採用力向上にかかる支援を強化
　・ワークショップや中途人材との面談会の開催など

○「ふくい外国人相談センター」の機能を強化
　・相談から解決まで外国人に寄り添う
　　「総合支援コーディネーター」を配置
　・外国人コミュニティリーダー等を通じた情報発信
○外国人材の受入環境整備・育成
　・現地の外国人を対象とした障がい福祉分野の基礎的研修を実
　　施
　・外国人材を送り出すインドネシア農業省と連携
　・農業者が行う就業・生活環境整備を支援

人手不足克服に向けた対策
各業界における人手不足対策 外国人材の受入強化

運転体験会の様子

マッチングイベントの様子 シニアグループの活動

県内農家のもとで働く外国人

○県立図書館に電子書籍を導入し、生涯にわたる学びの拠点
　の機能を充実
○不登校の兆しが見え始めた児童生徒等を対象とした、校内
　サポートルームの支援員の配置・設置校を拡充

○「第二ふくい園芸カレッジ（仮称）」を整備、「園芸ＬＡ
　ＢＯの丘」の機能を強化
○福井県沿岸に出没するイルカによる海水浴客への被害を防
　止
　・対策を実施する市町への支援

稼げる農林水産業で農山漁村の活性化

○避難所における生活環境の向上や発災直後の迅速な支援に
　必要な資機材等を整備
○空き家の発生予防や流通促進のため、空き家流通アドバイ
　ザーを派遣

防災・治安先進県ふくいの実現

○「ふくい文化創造センター」を開設
　・専門スタッフを配置し、文化団体に対する相談機能を強化
○担い手不足により、保存・継承が危惧される地域の伝統行事の
　活性化や観光への活用等を支援

文化芸術・スポーツ力の強化

○携帯電話等の電波がつながらない北陸トンネル等（ハピライン
　ふくい線）における対策工事を支援
○JR敦賀駅改札内へのICカード用乗継改札機の設置を支援

交流を広げる基盤整備

○１１年ぶりとなる新たな年縞掘削にあわせた掘削・研究現場の
　公開や展示の充実等により、年縞博物館の魅力を向上

長期ビジョンの推進
子どもが主役の「夢と希望」、「ふくい愛」を育む
教育の推進

豊かで美しいふくいの環境の継承


